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ダイオキシン疑惑は頬かむり
最終処分場はまた加茂地区

三
島
市
の
ゴ
ミ
焼
却
炉
は
1
9
8

9
年
に
稼
働
を
始
め
、
す
で
に
35
年

近
く
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
。
当
時
23
億
5
千
万
円
を
掛
け
、

処
理
能
力
1
8
0
ﾄﾝ
／
日
の
焼
却
施

設
が
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
2
0

0
1
年
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
工
事

と
し
て
23
億
4
千
万
円
が
投
じ
ら
れ
、

2
0
1
3
年
か
ら
3
年
間
か
け
、
延

命
化
工
事
と
し
て
25
億
7
千
万
円
が

つ
ぎ
込
ま
れ
た
。
だ
が
使
用
は
こ
れ

以
上
耐
え
ら
れ
ず
、
十
数
年
以
内
に

百
億
円
近
い
資
金
を
投
入
し
新
し
く

建
て
替
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、
三
島
市
の
一
般
ゴ
ミ
最
終

処
分
場
は
満
杯
状
態
を
迎
え
る
。
第

一
、
第
二
、
第
三
の
処
分
場
は
い
ず

れ
も
賀
茂
之
洞
地
区
に
集
中
し
、
新

た
に
同
じ
地
区
に
最
終
処
分
場
が
作

ら
れ
る
計
画
が
動
き
始
め
た
。

三
島
市
に
よ
る
と
、
2
0
1
5
年

に
最
終
処
分
場
の
候
補
地
が
徳
倉
地

区
と
賀
茂
之
洞
地
区
の
二
ヶ
所
に
絞

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
学
識
者
や
市
民

の
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
三
島

市
新
規
最
終
処
分
場
候
補
地
選
定
委

員
会
」
が
賀
茂
之
洞
地
区
を
建
設
に

適
し
た
候
補
地
と
す
る
答
申
書
が
提

出
さ
れ
た
。
答
申
内
容
を
踏
ま
え
2

0
1
9
年
、
市
庁
舎
内
で
総
合
的
に

検
討
を
行
っ
た
結
果
、
賀
茂
之
洞
地

区
を
最
終
建
設
候
補
地
と
し
て
決
定

し
た
と
い
う
。

あ
た
か
も
客
観
的
で
適
正
な
判
断

で
新
し
い
最
終
処
分
場
が
決
ま
っ
た

よ
う
な
流
れ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

地
元
住
民
へ
の
配
慮
や
迷
惑
施
設
設

置
の
地
域
的
な
公
平
さ
等
は
ど
う
扱

わ
れ
た
の
か
見
え
な
い
。
言
わ
ず
と

知
れ
た
市
当
局
の
都
合
に
依
っ
て
決

定
さ
れ
た
結
果
だ
と
見
え
る
。

だ
が
、
新
た
に
作
ら
れ
る
処
分
場

よ
り
も
、
最
初
に
作
ら
れ
た
第
一
処

分
場
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
が
未
解

決
の
ま
ま
で
あ
る
方
が
問
題
で
は
な

い
か
。
第
一
処
分
場
に
は
相
当
量
の

猛
毒
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
一
緒
に
埋
め

込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
り
、

地
元
加
茂
地
区
や
周
辺
住
民
か
ら
は

健
康
被
害
の
危
惧
や
「
も
し
地
震
や

自
然
災
害
で
処
分
場
が
崩
落
し
た
ら

ど
う
す
る
？
」
等
の
疑
念
は
何
年
も

前
か
ら
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
十
数
年
前
、
加
茂
地

区
を
通
過
す
る
大
外
環
状
線
建
設
時

に
遡
る
。
当
時
国
交
省
は
橋
脚
建
設

に
当
た
り
、
周
辺
土
壌
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
基
準
値
を
超
す
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
が
発
見
さ
れ
、
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

三
島
市
は
慌
て
て
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

含
む
周
辺
土
壌
は
セ
メ
ン
ト
で
固
化

し
て
捨
て
た
と
の
事
だ
が
、
そ
れ
は

橋
脚
部
分
の
一
部
だ
け
で
、
第
一
処

分
場
の
大
部
分
は
地
中
に
遮
水
シ
ー

ト
も
無
く
、
建
設
当
時
か
ら
の
焼
却

灰
等
が
そ
の
ま
ま
埋
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。

第
一
処
分
場
の
建
設
が
始
ま
っ
た

当
時
は
ま
だ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
人

体
に
及
ぼ
す
害
が
余
り
よ
く
分
っ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
発
が
ん
性
、

甲
状
腺
機
能
の
低
下
、
生
殖
器
官
へ

▼
憲
法
が
危
な
い
。
黄
金
の

3
年
と
い
う
言
葉
が
世
間
を

風
靡
し
は
じ
め
た
。
今
度
の

7
月
、
参
議
院
選
挙
が
終
わ

れ
ば
、
衆
議
院
の
解
散
が
な

い
限
り
あ
と
3
年
は
国
政
選

挙
は
な
い
。
3
年
間
は
選
挙
を
心
配

す
る
こ
と
も
な
く
政
権
党
と
し
て
民

意
を
気
に
せ
ず
な
ん
で
も
や
れ
る
と

い
う
意
味
だ
。
▼
も
し
、
7
月
の
参

議
院
選
で
改
憲
勢
力
が
三
分
の
二
を

占
め
れ
ば
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義

の
精
神
は
葬
り
去
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
懸
念
は
9
条
が
変
え
ら
れ
、

日
本
が
戦
争
が
で
き
る
国
に
な
る
だ

け
で
は
な
い
。
▼
基
本
的
人
権
の
大

幅
な
制
限
に
も
手
が
伸
ば
さ
れ
、
何

よ
り
も
恐
ろ
し
い
の
は
自
民
党
改
憲

案
に
あ
る
「
非
常
事
態
条
項
」
が
加

え
ら
れ
る
こ
と
だ
。
大
災
害
時
や
戦

争
突
入
の
異
常
事
態
に
な
れ
ば
、
国

会
審
議
も
無
く
、
ロ
シ
ア
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
政

権
の
都
合
の
い
い
法
律
が
好
き
勝
手

に
作
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

ま
さ
に
明
治
憲
法
の
時
代
に
戻
っ
て

し
ま
う
。
▼
あ
ま
り
報
道
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
警
察
法
が
変
え
ら
れ
た
。
サ

イ
バ
ー
警
察
が
作
ら
れ
全
国
に
一
元

的
に
捜
査
権
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
形
骸
化
さ
れ
て
い
た
と
は
い

え
自
治
体
警
察
の
破
壊
で
あ
る
。
元
々

警
察
は
自
治
体
警
察
で
、
都
道
府
県

の
知
事
の
も
と
自
治
体
の
公
安
委
員

会
の
管
理
下
に
あ
り
、
予
算
も
各
自

治
体
の
管
理
下
に
あ
る
が
、
つ
い
に

４
月
か
ら
全
国
に
捜
査
権
を
持
つ
警

察
が
作
ら
れ
た
の
だ
。
さ
ら
に
サ
イ

バ
ー
警
察
局
は
憲
法
に
明
記
さ
れ
る

｢

通
信
の
秘
密｣

を
侵
害
す
る
。｢

サ

イ
バ
ー
犯
罪｣

や｢

サ
イ
バ
ー
攻
撃｣

を
建
前
と
し
、
民
間
の
情
報
通
信
産

業
を
警
察
の
監
視
下
に
置
き
、
癒
着

や
天
下
り
先
の
確
保
を
し
つ
つ
、
私

た
ち
の
言
論
・
表
現
の
自
由
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
大
幅
に
侵
害
す
る
。
▼

日
本
国
憲
法
の
精
神
を
理
解
し
、
民

主
主
義
の
理
解
が
で
き
る
政
治
家
が

多
数
を
占
め
て
い
れ
ば
安
心
だ
が
、

国
民
が
懸
念
を
示
し
た
と
き
に
、
心

配
な
い
と
口
先
だ
け
で
言
い
張
り
、

突
如
主
義
主
張
を
変
え
る
恥
知
ら
ず

な
政
治
屋
を
多
く
見
て
き
た
筆
者
は

心
配
が
募
る
。
ま
し
て
や
、
着
々
と

改
憲
を
進
め
よ
う
と
す
る
自
民
公
明

の
与
党
勢
力
に
維
新
や
国
民
民
主
ま

で
乗
ろ
う
と
す
る
事
が
見
え
て
い
る
。

憲
法
の
無
力
化
に
よ
り
、
人
権
は
制

限
さ
れ
政
治
家
は
好
き
放
題
や
り
、

マ
ス
コ
ミ
も
そ
れ
を
咎
め
な
い
地
獄

と
な
る
。
▼
今
度
の
参
議
選
は
日
本

の
民
主
主
義
の
将
来
を
決
め
る
分
岐

点
に
な
る
。
せ
め
て
自
分
の
子
や
孫

た
ち
か
ら
、
な
ぜ
あ
の
時
点
で
頑
張
っ

て
く
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
言
わ
れ
な

い
行
動
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

る
。

〈
啓
〉

も
う
6
年
前
に
な
る
が
、
2
0

1
6
年
の
3
月
と
10
月
の
2
回
に

渡
り
、
県
原
子
力
安
全
対
策
課
に

Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
浜
岡
原
発
31
Km
圏
）
外

の
県
東
部
に
も
広
域
避
難
計
画
を

作
成
せ
よ
と
要
請
に
出
向
い
た
。

い
ず
れ
も
20
名
ほ
ど
の
有
志
の
実

行
委
員
会
で
、
3
月
で
は
、
三
島
、

沼
津
、
富
士
が
中
心
、
10
月
は
こ

れ
に
裾
野
、
函
南
、
伊
豆
市
、
静

岡
が
加
わ
っ
た
。

県
が
広
域
避
難
計
画
策
定
中
で

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
11
市
町
以
外
は
除
外
し

て
避
難
計
画
を
立
て
て
い
る
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
。
菅
民
主
政

権
の
福
島
事
故
の
被
害
想
定
で
は

1
7
0
Km
圏
が
強
制
避
難
、
2
5

0
Km
ま
で
が
避
難
対
象
な
る
か
も

と
い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
が
あ
っ

た
こ
と
。
当
時
4
0
0
Km
以
上
離

れ
た
牧
之
原
の
お
茶
が
汚
染
さ
れ

た
事
実
か
ら
、
浜
岡
か
ら
60
Km
～

1
0
0
Km
の
県
東
部
も
被
ば
く
汚

染
す
る
と
押
し
か
け
た
も
の
で
あ
っ

た
。
何
台
か
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の

前
で
、
押
し
問
答
が
続
い
た
。

1
回
目
は
、
「
東
部
か
ら
心
配

の
声
は
初
め
て
聞
い
た
」
と
い
う

姿
勢
で
、
今
後
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
外
の
避

難
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

含
み
持
た
せ
て
終
わ
っ
た
。
が
、

月
末
に
公
表
さ
れ
た
県
の
48
頁
の

「
広
域
避
難
計
画
」
に
は
、
今
後

の
検
討
課
題
に
わ
ず
か
1
行
「
Ｕ

Ｐ
Ｚ
外
の
屋
内
退
避
と
一
時
移
転
」

と
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
（
こ
の
姿

勢
は
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
）
。

2
回
目
は
、
御
前
崎
の
年
間
風
向

グ
ラ
フ
を
持
ち
込
み
、
平
均
75
％

が
西
風
・
偏
西
風
で
プ
ル
ー
ム
が

東
部
を
襲
う
と
示
し
、
風
速
時
間

グ
ラ
フ
表
を
示
し
風
速
10
ｍ
（
帽

子
が
飛
ぶ
）
な
ら
2
時
間
で
富
士

市
に
達
す
る
。
屋
内
退
避
か
一
時

移
転
か
と
検
討
す
る
時
間
は
な
い
。

5
0
0
μ
S
に
達
し
た
ら
避
難
開

始
な
ん
て
２
時
間
で
年
間
許
容
線

量
を
超
え
て
し
ま
う
。
被
ば
く
し

な
け
れ
ば
避
難
で
き
な
い
の
か

（
県
学
術
会
議
で
も
委
員
が
「
０

が
一
つ
多
い
」
と
絶
句
）
。

県
が
一
度
だ
け
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

を
使
っ
て
放
射
能
の
拡
散
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
っ
た
の
が
8
年

前
の
14
年
、
半
径
50
Km
ま
で
で
切
っ

て
し
ま
っ
た
為
に
、
駿
河
湾
の
洋

上
で
消
え
る
か
の
よ
う
に
見
え
る

が
、
そ
の
先
80
Km
に
伊
豆
半
島
が

あ
る
。
放
射
能
禍
が
伊
豆
半
島
西

岸
を
襲
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

同
年
、
県
が
依
頼
し
た
三
菱
重
工

の
避
難
時
間
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
64
万
が
避
難
す

る
時
間
が
28
時
間
程
度
と
い
う
が
、

環
境
経
済
研
究
所
の
試
算
で
は
高

速
道
路
が
無
傷
で
使
え
て
も
63
時

間
と
。
震
度
7
超
で
道
路
、
橋
も

損
壊
、
揺
れ
が
収
ま
り
き
ら
な
い

中
、
何
千
台
の
自
家
用
車
が
時
間

差
で
避
難
で
き
る
状
況
か
と
声
を

上
げ
た
。

屋
内
退
避
が
無
理
な
こ
と
は
熊

本
地
震
以
来
の
大
地
震
が
証
明
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
60
％
以
上
が

倒
壊
、
免
れ
た
家
屋
の
人
も
余
震

の
恐
怖
で
屋
外
に
出
て
い
る
。

県
内
の
脱
原
発
市
民
団
体
で
25

年
に
な
る
老
舗
の
浜
ネ
ッ
ト
（
浜

岡
原
発
を
考
え
る
静
岡
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
は
浜
岡
地
元
で
巨
大
地
震
起

こ
れ
ば
、
津
波
と
液
状
化
で
自
家

用
車
避
難
な
ん
て
無
理
。
徒
歩
で

逃
げ
る
し
か
な
い
。
そ
の
場
合
、

障
が
い
を
持
つ
人
や
高
齢
者
を
連

れ
て
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か
か
る

か
。
13
年
の
6
月
に
20
数
人
集
ま

り
、
障
が
い
者
、
車
イ
ス
の
高
齢

者
に
扮
し
て
共
に
御
前
崎
市
の
池

新
田
か
ら
徒
歩
で
避
難
を
実
験
し

て
み
た
。
坂
道
や
小
さ
な
川
を
渡

る
に
人
手
が
い
て
、
1
時
間
に
3

キ
ロ
行
く
の
が
や
っ
と
。
日
が
暮

れ
そ
う
に
な
り
、
菊
川
ま
で
行
け

な
か
っ
た
。

昨
年
3
月
、
茨
城
県
の
東
海
第

二
原
発
の
裁
判
で
「
こ
の
避
難
計

画
で
は
30
Km
圏
の
住
民
は
逃
げ
ら

れ
な
い
」
と
し
て
運
転
差
止
が
認

め
ら
れ
た
。
他
の
裁
判
で
広
域
避

難
が
問
わ
れ
る
か
ど
う
か
。

こ
の
3
月
、
浜
ネ
ッ
ト
は
県
危

機
管
理
部
と
意
見
交
換
の
時
間
を

持
っ
た
。
浜
岡
が
再
稼
動
し
て
、

苛
酷
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
、
広

域
避
難
な
ん
て
出
来
る
の
か
、
せ

め
て
、
広
域
避
難
が
現
実
無
理
、

極
め
て
困
難
と
検
証
を
出
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
迫
っ
た
。
県
幹
部

は
「
広
域
避
難
は
無
理
だ
と
は
、

公
務
員
の
立
場
上
そ
れ
は
言
え
な

い
」
と
。

「
す
ま
じ
き
も
の
は
宮
仕
え
」
何

て
言
っ
て
ら
れ
る
か
！

〈
金
原
〉

三
島
市
加
茂
地
区
周
辺
に
は
い
わ
ゆ
る
迷
惑
施
設
が
集
中
し
て
い
る
。

三
島
聖
苑
（
火
葬
場
）
や
ゴ
ミ
焼
却
場
、
最
終
処
分
場
等
、
い
ず
れ
も
市

民
生
活
に
は
不
可
欠
の
施
設
だ
。
し
か
し
、
自
分
達
の
居
住
地
近
く
に
あ
っ

て
は
困
る
と
い
う
も
の
。
当
然
、
新
し
く
建
て
替
え
時
期
が
来
る
と
、
地

元
住
民
は
、
今
度
は
別
の
地
区
に
移
動
し
て
く
れ
と
思
う
の
は
当
然
だ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
行
政
側
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
今
ま
で
の
土
地
が
一
番
合
理

的
で
最
適
地
だ
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

の
悪
影
響
、
免
疫
機
能
低
下
を
引
き

起
こ
す
猛
毒
物
質
と
分
か
り
、
2
0

0
0
年
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
。
一
方
、

1
9
9
8
年
に
、
管
理
型
処
分
場
は

基
本
的
に
遮
水
構
造
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
。
し
か
し
、
三
島
市
の
第
一
処

分
場
は
遮
水
シ
ー
ト
の
義
務
付
け
の

前
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
三
島
市
は

遮
水
シ
ー
ト
が
無
く
て
も
法
律
違
反

に
当
た
ら
ず
問
題
な
い
と
し
て
い
る
。

現
在
で
も
拡
張
さ
れ
た
部
分
以
外

は
遮
水
シ
ー
ト
の
無
い
状
態
が
放
置

さ
れ
て
い
て
、
加
茂
地
区
住
民
は
そ

の
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。

法
律
が
出
来
る
前
の
事
柄
は
法
律

で
縛
ら
れ
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
い
う

事
と
、
遮
水
シ
ー
ト
が
無
い
た
め
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
に
よ
る
健
康
被
害
が
危

惧
さ
れ
る
こ
と
と
は
別
問
題
だ
。

そ
う
し
た
問
題
に
市
側
が
誠
実
に

対
応
し
な
い
ま
ま
、
新
た
な
最
終
処

分
場
を
加
茂
地
区
に
押
し
付
け
て
く

る
こ
と
に
周
辺
住
民
は
怒
っ
て
い
る
。

〈
考
〉

1
9
9
1
年
の
ソ
連
崩
壊
後
、
ロ
シ

ア
は
冷
戦
時
代
に
N
A
T
O
と
軍
事
対

立
し
て
い
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
を

解
体
し
た
。
し
か
し
、
米
欧
を
中
心
と

す
る
N
A
T
O
は
引
き
続
き
ロ
シ
ア
包

囲
網
を
拡
大
さ
せ
た
。
一
方
、
崩
壊
し

た
旧
ソ
連
圏
で
は
国
営
企
業
で
あ
っ
た

も
の
を
ど
さ
く
さ
紛
れ
で
、
有
力
政
治

家
や
新
興
勢
力
が
乗
っ
取
っ
た
。
彼
ら

は
巨
万
の
富
を
手
に
入
れ
「
オ
ル
ガ
ル

ヒ
」
と
呼
ば
れ
た
。

特
に
ロ
シ
ア
で
は
プ
ー
チ
ン
政
権
後
、

一
部
の
オ
ル
ガ
ル
ヒ
は
プ
ー
チ

ン
に
よ
り
駆
逐
さ
れ
た
。
そ
の

こ
と
に
よ
り
プ
ー
チ
ン
人
気
は

急
上
昇
し
、
独
裁
的
地
位
を
握

る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
オ
ル

ガ
ル
ヒ
は
民
族
主
義
と
結
び
つ

き
、
欧
米
寄
で
N
A
T
O
入
り

を
目
指
し
た
。
そ
こ
に
米
C
I

A
な
ど
の
テ
コ
入
れ
が
あ
り

「
ネ
オ
ナ
チ
」
と
呼
ば
れ
る
武

装
勢
力
が
伸
長
し
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
は
2
0
1
4
年
に
親
ロ

派
で
選
挙
で
選
ば
れ
た
ヤ
ヌ
コ

ヴ
ィ
ッ
チ
大
統
領
が
、
数
カ
月

続
く
国
内
の
反
対
運
動
の
末
、

失
脚
し
た
。
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ

ン
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ネ
オ
ナ
チ
過
激

派
に
の
っ
と
ら
れ
た
と
非
難
し
、
ヤ
ヌ

コ
ヴ
ィ
ッ
チ
失
脚
を
機
に
、
ク
リ
ミ
ア

半
島
を
併
合
し
た
。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
東
部
の
反
政
府
分
離
運
動
を
引
き

起
こ
し
、
分
離
派
を
後
押
し
し
た
。
日

本
で
は
報
道
さ
れ
て
い
な
い
が
、
2
0

1
4
年
、
分
離
派
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
軍

の
争
い
で
、
1
万
4
0
0
0
人
の
親
ロ

派
住
民
が
殺
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
等
、
欧
米
の
識
者
か
ら
は
、

N
A
T
O
に
よ
る
こ
れ
以
上
の
ロ
シ
ア

包
囲
網
の
拡
大
は
第
三
次
世
界
大
戦
の

危
険
が
あ
る
と
警
告
が
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
軍
産
複
合
体
に
後
押
し
さ

れ
た
米
政
権
は
N
A
T
O
に
よ
る
ロ
シ

ア
包
囲
網
を
推
し
進
め
た
。

そ
の
結
果
、
牙
を
む
き
出
し
に
し
た

プ
ー
チ
ン
の
ロ
シ
ア
軍
が
国
際
法
を
無

視
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
よ
う
だ
。

忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、
情
報

戦
も
高
度
で
、
何
が
本
当
な
の
か
わ
か

ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
ど

ち
ら
か
に
肩
入
れ
す
る
の
で
は
な
く
、

「
戦
争
は
い
け
な
い
」
「
戦
争
に
一
般

市
民
を
巻
き
込
む
の
は
国
際
法
違
反
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が

大
事
。
報
道
に
煽
ら
れ
て
、
そ
れ
に
乗
っ

て
は
ダ
メ
だ
。
国
民
一
人
ひ
と
り
が
冷

静
に
、
情
報
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
は
な
い
か
。

そ
も
そ
も
西
側
諸
国
が
対
ロ

シ
ア
制
裁
を
本
当
に
望
む
な
ら
、

石
油
生
産
を
増
や
し
、
市
場
を

豊
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
ロ
シ
ア

制
裁
と
な
る
は
ず
だ
が
、
米
国

は
今
回
、
石
油
生
産
を
増
や
す

努
力
は
し
て
い
な
い
。
石
油
産

出
国
は
価
格
を
引
き
上
げ
、
価

格
高
騰
は
今
後
も
続
く
可
能
性

が
高
い
。
こ
れ
は
産
油
国
ロ
シ

ア
に
と
っ
て
朗
報
で
あ
り
、
経

済
制
裁
に
よ
る
被
害
を
埋
め
合

わ
せ
る
可
能
性
さ
え
あ
る
。
そ

し
て
石
油
と
同
じ
よ
う
に
、
小

麦
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
規
模

の
食
糧
価
格
の
上
昇
は
、
小
麦

生
産
の
高
い
ロ
シ
ア
の
経
済
を
妨
げ
る

こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
助
け
と
な
る
だ

け
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
今
、
対
ロ
シ
ア
制
裁
に
よ

り
、
確
実
に
食
糧
危
機
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
へ
と
進
ん
で
い
る
。
食
料
価
格
は

上
昇
し
生
活
水
準
は
低
下
。
私
た
ち
は

ロ
シ
ア
制
裁
の
本
当
の
目
的
は
何
な
の

か
考
え
る
べ
き
だ
。
国
会
で
は
ド
サ
ク

サ
に
紛
れ
て
憲
法
審
査
会
を
や
っ
て
い

る
し
、
W
H
O
基
準
に
照
ら
せ
ば
毎
日

3
0
0
人
の
日
本
人
が
経
済
苦
に
よ
っ

て
自
殺
し
て
い
る
こ
と
も
報
道
し
な
い
。

私
た
ち
は
何
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。
本

当
の
危
機
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
き
た

い
。

〈
純
〉
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「
浜
岡
原
発
、
被
ば
く
す
る
広
域
避
難
」

書
き
留
め

て

あ
さ
の

か
ず
こ

あ
め
ん
ぼ
う
も
お
け
ら
も
み
み
ず
も
あ
り
ん
こ

も
啓
蟄
と
い
う
は
虫
ら
の
祭
り

ー

今
年
は
３
月
５
日
で
し
た

ー

眉
上
げ
て
少
し
微
笑
む
少
年
よ

「
人
道
回
廊
」
と
い
う
を
さ
び
し
む

ー

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
思
う

ー

戦争は止めろ


